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地域づくり活動NPO事業助成事業 実績報告 
事業区分（ 5-1 ） 

団体名 
特定非営利活動法人  

里地里山問題研究所 
代表者名 

(職名）     (氏名
し め い

） 

代表理事   鈴木 克哉 

事業名 農村課題解決と地域活性化に貢献する関係人口創出・拡大事業 

 

＜事業実施実績＞ 
年月日 

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等

で記入 

場所 

参加者 

一般(ｽ

ﾀｯﾌ) 

活動内容 

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入） 

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記 

4月～12月 

（1～2週間

に1度開催） 

丹波篠山市

安口西・川原

集落内の 

当団体が管

理する畑 

363 

（ 内

54） 

 

 

『黒豆ボランティア』 

耕作放棄地を活用した畑で丹波黒豆・山の芋・夏野菜栽培な

どをボランティアを募集し実施した(計35回)。地域の草刈り

作業を2回支援した。 

作業内容…4月：山の芋植え付け・草刈り、5月夏野菜植え付

け・畝の溝堀り、6月：黒豆植え付け・準備、7月：草刈り、

肥料やり、8月：支柱やロープ張り、9月：草刈り、10月：黒

枝豆収穫・冬野菜種まき、11月：収穫・黒豆の葉取り・山の

芋収穫、12月：黒豆収穫・選別作業。 

 

9/27・9/30 

10/4・10/7 

ユニトピア

ささやま内

矢代集落管

理の栗園 

65 

(内5） 

 

『丹波栗栽培ボランティア』 

丹波篠山市矢代集落が管理する担い手の不足した丹波栗農

園の栽培ボランティアを募集した（計4回）。 

作業内容…9月～10月：丹波栗の収穫・選別 

 

7/23・8/6・

11/23・12/2

・12/3・1/28 

丹波篠山市

藤坂集落の

畑 

39 

（ 内

13) 

 

『藤坂でそばづくり』 

丹波篠山市藤坂集落内で発生した耕作困難地をそば畑とし

て活用する栽培ボランティアを募集した（計6回）。 

作業内容…7/23草刈り、8/6種まき、11-1月収穫・脱穀作業 

 

2/12・2/24 

丹波の森公

苑（1/22・

2/23）・四季

の 森 会 館

（1/28） 

49 

(内4) 

『そば打ち体験イベント』 

上記の企画で収穫したそば粉を使用しそば打ち体験イベン

トを実施（計2回）。講師：濱園俊弘さん（丹波篠山市在住） 

4/1～2/29 事務所  さともん公式LINE運営 
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＜効果と成果＞ 

本事業において、2023年度は 516名（延べ）が丹波篠山市内の様々な活動に関係人口として参加し

た。「黒豆ボランティア」の集客・運営ノウハウを生かし、昨年度より市内の複数の集落において「獣がい対

策」となるプログラム（矢代集落での栗栽培・藤坂集落でのそば栽培）を立ち上げ、収穫や試食の体験を

実施。参加者からは「ほかの団体にはない温かさを感じる」「作物のなり方や地域の人の手入れの大変さ

がよくわかる」など、評価は高い。また実施地域の住民からも人手が足りないので助かる、農地の管理を

継続できた、等の声を頂いた。現在はどの地域においても、来年度以降の活動も見据えた関係性作りが

なされている。公式LINEアカウントの運用も継続しており、147名（2024年2月末現在）が登録。活動毎の

告知や報告に活用し週に 1回程度配信を行っており、特に若年層などとのコミュニケーションが円滑にな

っている。 

 

＜今後の展望＞ 

今年度は活動の幅が大きく広がったが、課題として、参加者が市内のどの取り組みにも同じ人が参加し

ているということも見られた。一方でコアなリピーターがサポートメンバー（ボランティアリーダー）として、ボ

ランティア運営を支援してくれる人材が創出できた。今後は、これまでの成果を活かし、以下に取り組む 

 1．地域で人手が不足している作業に対するボランティア人数を増やしていく。 

  2．企画・集客・運営に携わるボランティアリーダーやインターンシップ制度を検討していく。 

そのために、SNSやボランティア募集プラットホームを有効に活用して企画・広報を行うほか、大学のボラ

ンティアセンターや関係団体等との連携を模索する。また現地活動ボランティアやそのリーダーを育成す

ること以外に、活動を通じて収穫した農産物を、参加者や地域外の人が購入して地域を応援する「応援消

費」の普及を目指し、市役所や地域内外の多様な人材と関わりながら展開を拡げていく。 

 
＜収支決算書＞ 
 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

地域づくり活動NPO事業助成金 ５００,０００ 

自己資金 ２５,９１８ 

合計 ５２５,８１８ 

 

（支出） 

区分 項   目  金 額（円） 
左のうち 

助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 

需用費（畑管理） ２６７,６２４ ２６６,３０６ 

スタッフ賃金（現場担当・広報

担当計2名分） 
１３９,９５０ １３９,９５０ 

需用費（イベント） ６３,７４４ ６３,７４４ 
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その他（謝金等） ２０,０００ ２０,０００ 

小  計 ４９１,３１８ ４９０,０００ 

間接経費（一般管理費） ３４,５００ １０,０００ 

合  計 ５２５,８１８ ５００,０００ 

 


